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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】法医剖検診断に関わる中毒学検査において，血液の採取が困難な場合でも脳脊髄液は高度脳
腫脹や失血死以外の症例では採取できることがある．本研究では，脳脊髄液が血液の代替あるいは薬
物代謝分析試料として利用可能かどうかを検討するため，脳脊髄液と血液および心膜液の薬物濃度を
比較・検討した． 
【対象】当教室における 5年間（2010年 1月～2014年 12月）の司法解剖 808例のうち，脳脊髄液と
右心血，末梢（総腸骨静脈）血または心膜液から薬物が検出された 103例の検査データを用いた．  
【方法】薬物分析にはガスクロマトグラフ質量分析（GC/MS）法を用いた．同法によって検出された
11種類の薬物すなわち覚せい剤（アンフェタミン・メタンフェタミン），フェノチアジン系薬物（プ
ロメタジン・クロルプロマジン），カフェイン，アセトアミノフェン，ジヒドロコデイン，クロルフ
ェニラミン，フェノバルビタール，ミダゾラムおよびリドカインについて，上記の各部位の薬物濃度
を比較・検討した． 
【結果】覚せい剤（アンフェタミン・メタンフェタミン）の脳脊髄液と血液および心膜液中の濃度は
概ね類似していた．感冒薬に含まれるカフェイン，アセトアミノフェン，クロルフェニラミンおよび
ジヒドロコデイン並びに向精神薬フェノバルビタールの脳脊髄液濃度は血液および心膜液よりも一
般に低く，1/5から 1.2倍程度であったが，中毒例を除くと有意の相関が認められた．静脈麻酔薬ミ
ダゾラムおよびフェノチアジン系向精神薬類（クロルプロマジン・プロメタジン）の脳脊髄液濃度は
血液および心膜液の濃度の 1/10 程度で，相関性は低かった．死亡時の救命救急医療で局所麻酔薬と
して使用されたリドカインでは症例によって脳脊髄液，血液および心膜液の濃度分布が異なっていた． 
【結論】法医解剖例において脳脊髄液は血中薬物濃度の推定あるいは生前の薬物分布や死後の再分布
の評価のための試料として有用と考えられた. 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
法医剖検診断に関わる中毒学検査において、血液の採取が困難な場合でも脳脊髄液は高度脳腫脹や
失血死以外の症例では採取できることがある。本研究は、脳脊髄液が血液の代替あるいは薬物代謝分
析試料として利用可能かどうかを検討するため、脳脊髄液と血液および心膜液の薬物濃度を比較した
ものである。 
研究対象は、当教室における 5年間（2010年 1月～2014年 12月）の司法解剖 808例で、それらのう
ち脳脊髄液と右心血、末梢（総腸骨静脈）血または心膜液から薬物が検出された 103例の検査データ
を用いた。  
薬物分析にはガスクロマトグラフ質量分析（GC/MS）法を用いた。同法によって検出された 11種類
の薬物すなわち覚せい剤（アンフェタミン・メタンフェタミン）、フェノチアジン系薬物（プロメタ
ジン・クロルプロマジン）、カフェイン、アセトアミノフェン、ジヒドロコデイン、クロルフェニラ
ミン、フェノバルビタール、ミダゾラムおよびリドカインについて、上記の各部位の薬物濃度につい
て比較・検討した。 
その結果、覚せい剤（アンフェタミン・メタンフェタミン）の脳脊髄液と血液および心膜液中の濃
度は概ね類似していた。感冒薬に含まれるカフェイン、アセトアミノフェン、クロルフェニラミンお
よびジヒドロコデイン並びに向精神薬フェノバルビタールの脳脊髄液濃度は血液および心膜液より
も一般に低く、1/5から 1.2倍程度であったが、中毒例を除くと有意の相関が認められた。静脈麻酔
薬ミダゾラムおよびフェノチアジン系向精神薬類（クロルプロマジン・プロメタジン）の脳脊髄液濃
度は血液および心膜液の濃度の 1/10 程度で、相関性は低かった。死亡時の救命救急医療で局所麻酔
薬として使用されたリドカインでは症例によって脳脊髄液、血液および心膜液の濃度分布が異なって
いた。 
以上のことから、法医解剖例における脳脊髄液の薬物分析は血中濃度の推定あるいは生前の分布や
死後の再分布の評価のために有用であることが示唆された。本研究の成果は、法医実務において体液
の薬物分析結果を評価する上で意義深い新たな知見を提供したものと評価される。よって著者は博士
（医学）の学位を授与するに値するものと判定された。 
 
